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あなたの笑顔のために医療をもっとわかりやすく簡単に

～海外展開を視野に入れた「ICTデバイスを活用したスマートヘルスケアシティ」構想～

演題発表に関し、開示すべきCOI関連のある組織

有限責任監査法人トーマツ Deloitte Touche Tohmatsu LLC 
内閣官房　健康・医療戦略室



Manila, the hyper-dense capital of The Philippines, is known for its traffic jams. In a 2016 survey, 
navigation company Waze ranked Manila as having the "worst traffic on Earth."



The city's reliance on cars also exacerbates its growing air-pollution problem.
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マニラの⼤気汚染：リアルタイム⼤気汚染指数（AQI）

https://aqicn.org/city/manila/jp/



A rendering of New Clark, a planned city for the Philippines. BCDA Group

Over the next three decades, the Philippines aims to build out New Clark about 75 miles outside Manila.




The city will eventually stretch 36 square miles and house up to 2 million people.


A rendering of New Clark, a planned city for the Philippines. BCDA Group



『裾野の広い富⼠⼭型のヘルスケア』の実現

2019年：フィリピンと⼆国間協⼒覚書（MoC）が締結

「アジア健康構想」「アフリカ健康構想」において、医療・介護・予防・健康の増進に資するヘルスケアサービス・インフラ整備が提唱











海外展開を視野に⼊れた「ICT デバイスを活⽤したスマートヘルスケアシティ」のモデル策定等に関する調査

本調査の背景・⽬的

 我が国は「アジア健康構想」「アフリカ健康構想」において、医療・介護・予防・健康の増進に資するヘルスケアサービス・インフラ 
整備等からなる「裾野の広い富⼠⼭型のヘルスケア」の実現を⽬指す事を提唱している。その中で、フィリピンとは2019年に⼆国間協⼒ 
覚書（以下、「MoC」）が締結され、想定される協⼒分野に「ICT を利⽤した医療」が例⽰されている。 
 フィリピンではマニラからニュークラークシティ（以下、「NCC」）への⾸都移転が計画されており、同覚書に基づく具体的な協⼒ 
事業として「スマートヘルスケアシティ」の構築を⽬指し、ICT を利⽤した⽇本の医療を、質の⾼いインフラ整備と⼀体的に整備・展開 
していく事にフィリピン政府は関⼼を⽰している。


フィリピン国への提案を⾒据えて、本邦のICTを活⽤した医療技術に関して情報収取を⾏い、取りまとめる事を⽬的とする。

2019年～2020年



企画委員会の構成メンバー・組織 スケジュール

海外展開を視野に⼊れた「ICT デバイスを活⽤したスマートヘルスケアシティ」のモデル策定等に関する調査







調査の実施⽅針

1）⽇本の優れた「ICT技術を活⽤した医療・ヘルスケアサービス」について調査・整理を⾏う為に、デスクトップリサーチ・企業への

  ヒアリング・企業へのアンケート等を通じて情報収集。


2）収集した情報に関して、⽇本が有する事例を諸外国に対して提⽰する為の資料としてリスト化を実施。


3）⽇本国内で運⽤されている（または近い将来運⽤が想定される）ICT デバイス、ソフトウェア等を活⽤した医療・ヘルスケア

  サービスのパッケージを「ユースケース」とし、収集した各ユースケースを、⼀つの資料として取りまとめた資料を

 「ユースケースリスト」とし情報の整理。 

4）ユースケースを効果的にフィリピン国へ提案する為に、フィリピン国向けに選定したユースケースを掲載した

 「フィリピン向けカタログ」を作成する。

企画委員会開催の様⼦

ISSUE

2020.6.17 2020.11.11

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



ユースケースの定義 

「ICT技術を活⽤した医療・ヘルスケアサービス」における基礎情報として個⼈の⽣体・⽣活情報を取得するデバイス、ソフトウエア等に

関して調査を⾏い、⽇本国内で運⽤されている（または近い将来運⽤が想定される）、有益且つ質の⾼いICTデバイス及び医療・ヘルス

ケアサービスの情報を収集し、諸外国へ提⽰する為の資料として取りまとめる。「ICT デバイス、ソフトウェア等を活⽤した医療・ 
ヘルスケアサービスのパッケージ」を「ユースケース」と呼称、ユースケースをリスト化した資料を「ユースケースリスト」とする。

４つの観点（患者・利⽤者、医療側、企業・サービス提供者、事業性）に留意し、詳細項⽬に記載している基準を満たしている事例を

ユースケースとして選定した。



情報収集の⽅針と⽅法 ユースケースリストの整理⽅法 



ユースケース： 医療施設圏による分類表



ユースケース： 疾患別分類表



ユースケース： 個別詳細



フィリピン国の現状調査

カタログに掲載する

ユースケースの選定軸



デモ実証とデータサンプリングの実施



フィリピン向けカタログ 
（ユースケース⼀覧）



フィリピン向けカタログ 
（ユースケース⼀覧）



フィリピン向けカタログユースケースリスト

21case

10case



カンファレンス実施の日程 登壇者一覧
登壇者企業

日本側拠点会場の風景

2021年アジア4カ国とのオンライン国際カンファレンス

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



インドネシア・カンファレンス
現地機関の出席者

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



インドネシア・カンファレンス
協力団体・オブザーバー

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



インドネシア・カンファレンス

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



ベトナム・カンファレンス
現地機関の出席者

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



ベトナム・カンファレンス
協力団体・オブザーバー

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



ベトナム・カンファレンス

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



フィリピン・カンファレンス
現地機関の出席者

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



フィリピン・カンファレンス
協力団体・オブザーバー

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



フィリピン・カンファレンス

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



日本側拠点会場の風景

フィリピン・カンファレンス





インド・カンファレンス
現地機関の出席者

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



インド・カンファレンス
協力団体・オブザーバー

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



インド・カンファレンス

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



アンケート結果

インドフィリピン

ベトナムインドネシア



ICT医療センターのコンセプトに関して 

 今後ICT遠隔医療をより展開・普及させていくためには、個⼈の⽣体データであるPHR（Personal Health Record）を統合管理し、
医療従事者の助⾔も含めて患者にフィードバックする包括的な運⽤に向けたスキームの設計が必要になると考えられる。本調査の企画委
員会にて議論し、ICT医療のサービス提供体制案として作成した。

 ICTデバイスにより取得したPHRを中核病院に網羅的に集約し、その結果を元に医療機関・医療従事者の連携によりが診療を⾏うこと
を⽰している。

 中核病院においては、テレナースがPHRデータを元に医師に患者の状況を伝達するような、いわば患者と医師との間のICTデータを

繋ぐ重要な役割を担うことをイメージしている。中核病院の医師や遠隔地のクリニックの医療スタッフは、その助⾔を元に診療を⾏うと
いう運⽤の流れを例⽰している。

⻑期的にはPHR等のデータを包括的に蓄積していくことにより、データの⼆次的な活⽤（ビッグデータ分析やAIへの活⽤）といった 
展開を想定した。⽇常的なデータを駆使した診療に加え、⻑期的な視点により地域医療圏ごとに医療従事者が合理的に役割を分担し、 
医療サービス体制を構築することで、患者⾃⾝のQOL（Quality of life）の向上という総合的なメリットを⾒出すことが期待できる。 
患者⾃⾝が健康な状態のうちから⽇常⽣活の中で健康に対する意識が醸成できることにより医療の最適化が推進され、質の⾼い保健 
医療の実現への寄与が期待できる。



ICT医療センターのコンセプトのアンケートの実施

フィリピン側参加者全員がそのニーズを感じるとの回答結果（Strongly agree 58%, Agree 42%）であり、

ICT医療センターに係るニーズの優先度を質問したところ、フィリピン側参加者の多くが優先度は⾼いと感じ

ているとの回答結果（Very important 67%, Important 33%）が得られた。 



ICT遠隔医療ユースケースの現地訴求可能性調査 2022年



企画委員会の構成メンバー・組織

ICT遠隔医療ユースケースの現地訴求可能性調査

有識者
フィリピン⼤学関係者・コンタクトパーソン

事務局



全体スケジュール



フィリピンの医療分野における主要課題及び考えうるソリューション



ユースケースの選定に係る要点の整理 



ユースケースの概要



展示会イベント広告



第1回　展示会イベント風景

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



第2回　展示会イベント風景

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



展示会イベントの満足度及び各企業製品へのニーズ



ICT遠隔医療に関するオンラインカンファレンス（意⾒交換会）
2022年3⽉15⽇（⽕）⽇本時間14:00-16:00（フィリピン時間13:00-15:00）（オンライン） 



ICT遠隔医療に関するオンラインカンファレンス（意⾒交換会）
2022年3⽉15⽇（⽕）⽇本時間14:00-16:00（フィリピン時間13:00-15:00）（オンライン） 

内閣官房健康・医療戦略室の公開資料（報告書）から抜粋



今後のシナリオ



今後のシナリオ



今後のシナリオ

Phase3：実現イメージ

ICTメディカルセンター設立への協力体制の確立



 自ら考え、アイデアを実行し続ければ、いつか 願いは叶う。

医療をもっとわかりやすく簡単に
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